
2022年度 秋 要望調査票
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要請番号（JL63022B45）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

モザンビー
ク A241 コンピュータ技術 個別 交替

3代目 2年 ・2023/3 ・2023/4 ・
2024/1

 

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

科学技術・高等教育・職業教育省

2）配属機関名（日本語）

モザンビーク セント・トーマス大学

3）任地（ マプト市 ） JICA事務所の所在地（ マプト市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

首都にある数少ない6大学の一つであり、ICT(Information and Communication Technology:情報通信技術)学部に力を
入れており、4年間のコース及びマスターコースについてもカリキュラムを充実させていきたいとしている。キャンパス
は2州に6校あり、配属先である本校の生徒数は4千人、ICT学部の学生は400人である。年間予算は約2,800万円。2022
年4月から3か月間、同職種の短期隊員が派遣されていた。

【要請概要】
1）要請理由・背景

モザンビークではコンピュータ技術者の育成が遅れており、急速に発展するICT(情報通信技術)社会のニーズにまだ応え
られていない。本配属先は国内では数少ないICT学部を有する大学であるものの、プログラミングを指導できる教員やカ
リキュラムが充実していると言える状況ではない。そのため、大学生徒に対してのプログラミングの指導(JAVA言語)及
び、大学のICTコース改善支援のため、JICA海外協力隊の要請がなされた。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

学内ICT学部の教員として以下の活動が求められている。
1. ICT学部の基礎コースにおいて、生徒に対するプログラミング(JAVA言語)の指導。
2. ICT学部内の今後の計画及びコース改善の支援。
3. 比較的優秀な学生の学習サポート及び、その体制作りについての提案。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

PC(Windows)、サーバー室、ネットワーク(Cisco等)

4）配属先同僚及び活動対象者

【配属先同僚】
学部長:女性(50代)
学部講師、スタッフは50～60人(30-50代)
学部コーディーネーター(C/P 20代 男性)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL63022B45_1.jpg?t=1667384051
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL63022B45_2.jpg?t=1667384051


【活動対象者】
学生約20名/クラス

5）活動使用言語

ポルトガル語

6）生活使用言語

ポルトガル語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）理工系　備考：配属先同僚と同等のレベ
ル

[経験]：（実務経験）5年以上　備考：配属先同僚と同等
のレベル

[参考情報]：

　・指導経験があることが望ましい

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（10～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
配属先からは30～50代の隊員が要請されている。
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